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【
第
百
六
十
一
回
本
場
所
八
日
～
九
日
目
】

七
日
目
か
ら
１
ヶ
月
半
空
い
た
３
月
３
０

日
に
第
１
６
１
回
本
場
所
八
日
目
と
九
日
目

が
開
催
さ
れ
、
大
関
大
神
楽
と
関
脇
西
神
門

の
２
人
が
１
敗
を
守
っ
て
優
勝
争
い
の
先
頭

に
並
ん
だ
。

こ
れ
を
横
綱
千
代
鈴
、
関
脇
四
季
嶋
、
平

幕
の
剛
勇
山
、
鬼
ヶ
嶽
、
若
佑
の
５
人
が
２

敗
で
追
う
展
開
と
な
っ
た
。
優
勝
争
い
は
１

敗
と
２
敗
の
こ
の
７
人
に
絞
ら
れ
た
と
言
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

残
す
は
２
日
だ
が
、
優
勝
争
い
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
大
関
大
神
楽
は
横
綱
昇
進
を
、

ま
さ
か
の
相
撲
に
「
え
～
、
磯
自
慢
が
勝

っ
た
よ
！
金
星
だ
ぁ
！
」
と
館
内
に
大
歓
声

が
湧
き
起
こ
っ
た
。
「
磯
自
慢
は
い
い
相
撲

を
取
っ
た
な
ぁ
！
完
勝
だ
よ
！
」
と
錦
風
親

方
が
巧
み
な
相
撲
を
見
せ
た
磯
自
慢
の
相
撲

を
賞
賛
し
た
。

取
組
結
果
を
朝
日
松
理
事
長
が
春
日
根
親

方
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
「
ち
ゃ
ん
と
組
ん
で

く
れ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
？
」
と
春
日
根
親
方

が
聞
き
返
し
て
き
た
ほ
ど
。
お
そ
ら
く
前
日

の
鉄
甲
に
敗
れ
た
一
番
の
よ
う
に
、
立
ち
合

い
に
う
ま
く
組
ま
ず
に
負
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
一
番
は
真
っ
向
勝
負
で
の

完
敗
で
、
春
日
根
親
方
も
こ
の
一
番
の
録
画

を
見
た
ら
驚
く
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
関
脇
綱
乃

花
は
同
じ
１
敗
の
関

脇
西
神
門
に
敗
れ
、

平
幕
の
龍
不
動
は
関

脇
四
季
嶋
に
、
若
柱

は
鬼
ヶ
嶽
に
敗
れ
て

２
敗
に
後
退
し
た
。

こ
の
結
果
、
八
日

目
を
終
え
て
、
大
関

大
神
楽
、
関
脇
四
季

嶋
、
関
脇
西
神
門
の
３

人
が
１
敗
を
守
り
、
横

綱
千
代
鈴
、
関
脇
綱
乃

花
、
平
幕
の
磯
自
慢
、

鬼
ヶ
嶽
、
龍
不
動
、
若

↑八日目、千代鈴は平幕磯自慢の初挑戦を受ける。誰しも千代

の圧勝を予想していたが、磯自慢は横綱の攻めをうまくかわ

して回り込み、最後は左差しから寄り切った。場内騒然、磯

ノ海親方歓喜雀躍の一番となった。

佑
、
若
柱
の
７
人
が
２
敗
と
な
っ
た
。

迎
え
た
九
日
目
の
注
目
は
、
横
綱
千
代
鈴
―
関
脇

綱
乃
花
、
大
関
大
神
楽
―
関
脇
四
季
嶋
、
関
脇
西
神

門
―
前
頭
十
四
枚
目
若
柱
、
前
頭
四
枚
目
磯
自
慢
―

前
頭
十
三
枚
目
若
佑
、
前
頭
六
枚
目
鬼
ヶ
嶽
―
前
頭

十
一
枚
目
龍
不
動
の
五
番
。

横
綱
千
代
鈴
対
関
脇
綱

乃
花
は
、
３
連
敗
は
許
さ

れ
な
い
千
代
鈴
が
勝
ち
、

綱
乃
花
は
３
敗
に
後
退
し

て
場
所
後
の
大
関
昇
進
は

ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。

大
関
大
神
楽
対
関
脇
四

季
嶋
は
、
貫
禄
の
相
撲
で

大
神
楽
が
勝
ち
、
悲
願
の

横
綱
に
向
け
て
一
歩
前
進

し
た
。
負
け
た
四
季
嶋
は

２
敗
に
後
退
し
、
優
勝
と

大
関
昇
進
の
た
め
に
は
こ

れ
以
上
負
け
ら
れ
な
い
星

と
な
っ
た
。

関
脇
西
神
門
対
前
頭
十

四
枚
目
若
柱
は
、
北
見
か

ら
参
加
し
た
霧
ヶ
浜
親
方

の
応
援
も
叶
わ
ず
、
西
神

門
が
勝
っ
て
連
覇
に
弾
み

を
つ
け
た
。

前
頭
四
枚
目
磯
自
慢
対

前
頭
十
三
枚
目
若
佑
は
、

前
日
に
千
代
鈴
か
ら
金
星

を
あ
げ
た
磯
自
慢
の
相
撲

に
注
目
が
集
ま
っ
た
が
若

佑
に
差
さ
れ
る
相
撲
で
敗

れ
、
そ
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

関
脇
西
神
門
と
関
脇
四
季
嶋
は
大
関
昇
進
を

賭
け
る
２
日
間
と
な
る
。

七
日
目
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
横
綱
千
代

鈴
、
大
関
大
神
楽
、
関
脇
四
季
嶋
、
関
脇
綱
乃

花
、
関
脇
西
神
門
と
平
幕
の
龍
不
動
、
若
柱

の
７
人
が
６
勝
１
敗
で
並
ぶ
混
戦
と
な
っ
て

迎
え
た
八
日
目
。

優
勝
を
目
指
す
横
綱
千
代
鈴
は
初
顔
の
磯

自
慢
と
の
対
戦
。
こ
の
日
は
春
日
根
親
方
が

所
用
で
欠
席
だ
っ
た
が
、
誰
も
が
千
代
鈴
の

勝
ち
を
疑
わ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
勝
負
は

磯
自
慢
が
大
善
戦
。

千
代
鈴
の
寄
り
を
回

り
込
ん
で
残
す
と
、
反

転
攻
勢
に
出
て
、
の
ど

輪
か
ら
左
を
差
し
て
見

事
千
代
鈴
を
寄
り
切
り

に
破
っ
た
。

ま

↑大関を狙う１敗同士の関脇対決、綱乃花と

西神門の一番は、綱乃花が左差しで攻め込

むものの、西神門の引き技に足が追い付か

ず手痛い１敗を喫した。

一
敗

大
神
楽
、
西
神
門

二
敗

千
代
鈴
、
四
季
嶋
、
剛
勇
山

四季嶋○(押し倒し)●龍不動鬼ヶ嶽○(押し倒し)●若 柱

綱乃花●(寄り切り)○千代鈴

四季嶋●(寄り切り)○大神楽

若 佑○(引き落し)●磯自慢

若 柱●(寄り切り)○西神門


